
1 競技特性

2 想定される事故事例と予防策

(1)主として施設・設備・用具が要因となって起こる事故

・ 共同装備の不備 ・ 様々なけが、遭難 ・ 基本的な用具(登山靴、雨具)は、使用後に
しっかりメンテナンスを行う。

・ テント関係、コンロ関係などの用具の正し
い使い方を身につけておく。

・ 用具の正しい保管方法を理解する。
・ 水没することで使用ができなくなるもの

は、しっかり防水処理を行う。
・ 経年変化で使用できなくなる用具は定期的

に購入し、交換する。
・ 行動中、不都合が発生する場合に備えて、

予備を携行し、修理用具も持参する。
・ 事前の装備チェックを徹底し、忘れ物に注

意する。

・ 用具の誤った使用 ・ けが、やけど、切り
傷、疲労、遭難

・ 行動の事前準備として、用具の使用法をメ
ンバー全員が熟知しておく。

・ 一酸化炭素中毒 ・ 食事調理時のコンロ使用は安定した場所で
行い、コンロ使用を周りに周知し、目を離
さないようにする。湯を沸かしたり、湯切
りをする場合にも、やけどをする事例が多
いので、十分に気を付ける。やむを得ずテ
ント内で使用する際は換気に留意する。コ
ンロの転倒を防止するため、コンロを安定
した状態で設置し、移動する際は声かけを
徹底する。

・ テント内でのコンロの使用の際には必ず誰
かがコッフェル等を支持する。

○上述された要素が不安定になることで、遭難等の山岳事故に結びつくことになる。山中には救援活
動を受けるのに困難な場所が多く、結果、命に関わることにもなる。緊急時の伝達手段、通信手段を
含めた対応や行動方法、また救急法について熟知し、日頃から話し合い訓練しておく必要がある。

重大な事故防止に向けた安全対策
【 21 登山 】

○登山競技は、自然の中で安全登山の知識・技能・体力の総合力を競うスポーツである。

○登山競技は、チームの順位を競いながらもいかに安全に競技を行うか、登山を行うかを考えること
が必要である。

○登山競技は、自然環境に大きく左右され、例えば天気の急変により予期せぬ事態が起こりうること
があり、それが命にも関わるような重大事故に繋がりかねないという点がある。よって、天候の変化
をあらかじめ天気図等で予期し、それに合う対策を考え、実際の登山行動を天候に合わせて決定する
判断力が必要とされる。

○安全な登山を行うため、山行の前には、大会山域の事前研究・調査を行い、山域の概念図、行程表
(高低と距離)等が記された計画書を作成する。行動時期や行動予定に対応した装備、食糧等の綿密な
計画の作成およびそれに基づいた準備が必要であるのは言うまでもない。

○行動計画を立てる際は、エスケープルートの設定、撤退時の判断基準(どの地点で、どのように判断
するのか)を明確にし、行動メンバーはもちろんのこと本部も周知しておく必要がある。

○山中での行動は、時に山行に必要な重装備を所持し、長時間行われる。よって、それに耐えうる普
段からの体力トレーニングが必要とされる。また、登山道では岩、枝、木の根の張り出し等があるた
め、不安定な足場での歩行技術の訓練、通過技術並びに経験も必要とされる。

○道迷いを防ぐため、地形図の必携はもちろんのこと、正しくコンパスを用いて読図を行い、地形を
読みながら山行を行うことが必要とされる。

○山行のみならず、野外での調理の技術も必要とされる。山行に必要な栄養を考えた食料計画、衛生
管理、調理のための道具、器具の正しい使い方、調理の方法、環境を考えたゴミの処理の仕方などに
ついて習得する必要がある。

○テントを用いての野外での就寝となるため、季節にあった寝袋等の装備が必要となり、各自が十分
な睡眠がとれる工夫も必要となる。

想定される事故やけがの原因(事例) 傷害例(重傷以上・軽傷) 予防策



想定される事故やけがの原因(事例) 傷害例(重傷以上・軽傷) 予防策

・ 個人装備の不備 ・ 熱中症、脱水症状 ・ 脱ぎ着しやすいようレイアリングが可能な
服装をする。帽子着用の徹底。

・ 行動中に水分不足とならないような水分持
参と計画。

・ 消費水分の目安
　行動時間×自重(体重＋ザック)×５ml
　例　５時間の登山×６０㎏×５ml＝１５
００ml

・ 低体温症、凍傷 ・ 吸汗速乾素材を用いた保温性のある衣服の
着用と、防寒着・防水可能な装備の持参。
替えの手袋・靴下の持参。

・ 様々なけが、遭難 ・ 山行の出発前に登山靴のソール剥がれや雨
具の劣化などの不具合がないか確認を行
う。靴紐やスパッツのゴムの予備を用意し
ておく。

・ 食料携行方法の不備 ・ 食中毒 ・ 食糧計画時に、傷みやすい食材を用いない
よう留意する。日持ちがする食材を用い
る。調理具は熱湯消毒を行うなど清潔な状
態を維持する。

・ 食中毒、体力の減少 ・ 予備食及び非常食の賞味期限の確認及び人
数に対して適正量になっているか確認す
る。賞味期限以内でもパッケージが開封済
みや穴が開いてしまっている物がないか確
認する。

・ 連絡手段の不備 ・ 遭難 ・ 電子機器(GPSや無線機、スマホ・ケータイ)
のバッテリー残量を、行動前にチェックす
る。予備電池・充電器を持参する。受電可
能な電源があるか確認する。

(2)主として活動内容が要因となって起こる事故

・ 山行中の転倒、滑落 ・ 打撲、擦過傷、捻挫
等

・ 危険個所の周知、注意喚起、行動中の声か
けを行う。長時間行動による疲労で集中力
が低下した際に事故になりやすいので、メ
ンバー内での声掛けや、体力の状態確認を
定期的にチェックする。

・ 枝を引っかけて後続者へ当てないように間
を開けたり声かけを行うなど注意する。

・ 山行中の落石 ・ 打撲、擦過傷等 ・ 行動中の声かけ、間を開けての危険個所の
通過、帽子着用の徹底。

・ 登山道の崩落などによる行
動不能

・ 転落、道迷い、食料
不足

・ 退避プランの準備と周知。インターネッ
ト、山小屋を通じての情報収集。

・ 山行中の野生動植物被害 ・ 虫刺され、アナフィ
ラキシーショック、
かぶれ、襲われ

・ できるだけ黒系の衣類着用は避ける。場合
によっては防虫スプレーも用いる。クマよ
け鈴を使用し、単独では行動しない。

・ 山行中の遭難、道迷い ・ 低体温症等 ・ 基本は隊行動とし単独行動はしない。隊を
分ける場合には、無線等を活用し必ず連絡
が取り合えるようにする。また、日ごろか
ら読図力の向上に向けたトレーニングを行
い、事前にその日のルートを地図上にてメ
ンバー全員で確認しておく。行動は、決し
て無理しすぎない。

・ 遭難 ・ コンパスは必ず携帯し、常に現在地の確認
を行う。GPSも利用する。

・ (隊列が分断されて)はぐれ
ての道迷い

・ 精神不安、低体温症
等

・ 隊行動を基本とし、単独行動をしない。体
力差で隊員の間隔が広くなった場合には、
先頭がペースを調節する。また、隊員も前
後の隊員の様子を意識し、声かけを行う。
隊員個人も、単に前について行くだけでは
なく、周りの地形を気にしながら行動を行
うようにする。

・ 先頭は、無線などで特徴的な地形や植生、
分岐や見晴らしの状況を後方に伝え、後方
はその状況を確認しながら山行していく。

想定される事故やけがの状況(事例) 傷害例(重傷以上・軽傷) 予防策



想定される事故やけがの原因(事例) 傷害例(重傷以上・軽傷) 予防策

・ 山行中の行動不能 ・ 脱水症状、けいれん ・ 日ごろのトレーニングをしっかり行う。帽
子の着用を徹底する。適切な水分補給の指
導、こまめな行動食摂取の指導。

・ 高山病による行動不能 ・ 頭痛、吐き気、脳浮
腫、肺水腫

・ 個人差はあるが、２５００ｍを超えると症
状が出やすくなる。一気に高度を上げるの
でなく、順応させながら活動する。症状が
出た場合には、無理せず、停滞や撤退もあ
りうることをあらかじめメンバーで理解し
ておく。

・ 睡眠不足や水分不足などがないか全員に確
認する。水分をこまめに摂取するように指
示する。

・ 靴擦れ ・ 水泡、水泡のつぶれ ・ はき慣れた登山靴を使用する。靴擦れが起
こりそうな場合は、すぐにテーピング等で
対処する。

・ 日焼け ・ 皮膚の炎症等 ・ 帽子の着用。つばのある帽子を使用しない
と耳がひどい日焼けをする場合あり。帽子
は風に飛ばされないように、あごひもをつ
けておく。

・ 調理中の事故 ・ やけど、切り傷 ・ 調理器具(包丁やコンロ)の使い方、調理方
法をあらかじめ習得しておく。

・ 睡眠不足 ・ 行動不能や転倒等 ・ 山行前にテント、寝袋を用いて睡眠をと
り、十分な睡眠をとるための防暑・防寒の
方法や就寝姿勢について各自が工夫する。

(3)主として環境条件等が要因となって起こる事故

・ 熱中症による行動不能 ・ 多臓器不全、意識喪
失

・ 出発前、休憩時の体調確認。こまめな水分
補給。

・ 野生動物(ハチ、ヘビ、熊
等)による被害

・ 虫刺され、襲われ等 ・ 防虫スプレーを使用し、黒系衣類の着用を
避ける。食べ物・残飯はテントの中でしっ
かり管理し野生動物を近づけさせないよう
にする。

・ 熊鈴など音が出るものを常に携帯し、音を
出しながら行動し、野生動物との不意の接
触を回避する。

・ 急な天気の変化 ・ 落雷、低体温症 ・ 事前に天気予報の把握と、雷雲接近時の対
応をメンバーへ周知、習得しておく。大会
時は運営上の方針をあらかじめ話し合い、
メンバーへ周知しておく。また、本部と行
動隊との頻繁な情報交換を行いながら判断
する。

・ 土石流、鉄砲水に巻
き込まれる

・ 事前に天気予報を把握し、豪雨が予想され
る場合には山行を中止する。山行中に集中
豪雨に遭遇した場合は、沢筋を外したコー
スへ待避する。

・ 突風・竜巻による転
倒

・ 事前に天気予報から竜巻や突風の予報の有
無を把握しておく。また、そのような予報
がない場合でも、常に天候の様子を把握し
ながら山行する。樹林帯をぬけ、稜線に出
る場合には風が強くなるので、注意する。

・ 幕営地の浸水 ・ 体力の減少、転倒 ・ 幕営中に降雨があったときに備えて登山靴
や雨具、寝袋などが水没しないように防水
及びテント内での保管位置に注意する。行
動中の降雨では防寒着や着替え、寝袋など
が濡れないように防水に注意する。

想定される事故やけがの状況(事例) 傷害例(重傷以上・軽傷) 予防策



想定される事故やけがの原因(事例) 傷害例(重傷以上・軽傷) 予防策

・ 雪崩事故 ・ 雪崩遭難 ・

・

・

雪崩注意報が出されている場合は、予定を
変更または中止する。
気象情報や周辺の状況から危険が予想され
る場合は、予定を変更または中止する。
晩秋、早春は、山はいつでも冬山、雪山に
急変する可能性があり、一般的な季節とは
異なるという意識を持つ。積雪があった場
合、例え標高が低く傾斜が緩く、木が生え
ていても雪崩の可能性を考え、次にあげる
回避チェックを行う。
　①弱層テストをおこなう。
　②大雪時は行動しない。
　③極端な気温変化に注意する。
　④かたまって行動しない。
　⑤雪崩地形を避けて通過する。
　⑥雪崩道の通過を避けられない場合は、
　　1人づつ通過し他のメンバーは即応の態
　　勢で通過中の者を観察する。
　⑦スコップ、ゾンデ、ビーコンをメン
　　バー全員が携行する。これらが不可能
　　な場合は、必ず撤退する。
　気象情報の収集に努め、急激な降雪が予
想される場合は行動を中止し、撤収する。

・ かぶれ ・ ウルシ類によるかぶ
れ

・ 長袖長ズボンの着用。植物に対する知識や
対処法を身につける。

・ 火山ガスの噴出・噴火に巻
き込まれる

・ 噴石によるケガ等
火砕流による火傷、
ガスによる中毒症状

・ 山行する地域について気象庁の噴火警報予
報から情報を得ておく。火山性ガスに対す
る知識と対処法を身につける。

・ ヘルメット等の防災用品が備えてある山小
屋や避難小屋を事前に確認しておく。

・ 山火事との遭遇 ・ 火傷等 ・ 周囲の状況を常に把握しておく。定期的に
ラジオのニュースを聞き、情報を得る。

・ 行動中に火気を使用する場合は風向きや火
気の取り扱いに十分注意し、自ら山火事を
起こさないようにする。

・ 地震(津波も含む) ・ 落石によるけが ・ 緊急地震速報が得られるスマホ等を携帯す
る。

・ 津波に巻き込まれる ・ 海岸線や河口付近を行動している際には、
常に標高を把握し、地震が起こった場合
は、高台に避難する。

・ 不意に地震が起きた場合は自分よりも高所
もしくは足下が崩れて落石や雪崩などに巻
き込まれないように周辺に注意する。場合
によってはあまり密集して行動しない。

・ 残雪による転倒・滑落・崩
落等

・ 打撲、骨折、遭難 ・ 雪上歩行は、キックステップ等の歩行技術
を指導したりロープを使用した通過方法を
指導したりすることで、不意の転倒や滑落
防止に努める。雪庇など、残雪の下が空洞
になっていると予想されるときは、危険箇
所の通過を控え、ルートの変更や撤退も視
野に入れる。

・ Ｊアラート発令時の対応 ・ 発令時の対応や様々な場面での避難方法に
ついて確認し、事前に参加者等に周知して
おく。また情報収集の手段や、関係者およ
び保護者等との連絡方法について準備して
おく。

参考文献
・百万人の山と自然　安全登山ハンドブック　公益社団法人日本山岳ガイド協会



平成 年 月 日 (

区分 ✔

山域のラジオ局(主にＡＭ)の周波数は確認できているか。

熊が出没する山域では熊鈴を所持したか。

共同装備の分配は、メンバーの体力を考慮したものとなっているか。

調理内容と見合った量のガスを所持したか。軽いもしくは空のガス缶はないか。予備のガ
スは考えられているか。

生徒の体力にあった登山計画になっているか。

登山保険への加入は済んでいるか。保険の内容を理解しているか。

装備の扱いに習熟しているか。

コンパスの使用方法及び地形図の見方が理解できているか。

修理具の使用方法を確認しているか。

無線機の使用方法について理解し、実際に使えるか。

テント場の施設がどのようなものか(水場、トイレ、売店の有無、公衆電話、ネット環境、
充電の可否等も含む)チェックしてあるか。

計画書にもよりの警察、消防、病院などの緊急連絡先が記載されているか。

ゴミに対する配慮(軽量化、軽減、処分)ができているか。

装備の点検は十分か。器具は作動確認、テントは組み立て確認をしたか。

食糧計画が環境に配慮されたもの(持ち帰りゴミの少ないもの、汚水を流さないもの等)に
なっているか。

山域の地形図を準備し、エスケープルートを含めたコースの熟知、危険箇所等注意点を確
認したか。
行程の中に、行動をチェック(登山道の様子や付近の気象、行動の継続か撤退か)するポイ
ントがいくつか設定されているか。

安全確認チェックリスト

会　　場

記載者名

電子機器については、バッテリー残量の確認、充電の際の電源が確保できているか。予備
電池を所持したか。

携行する上で注意を要する装備はないか。

医薬品のチェック(使用期限・必要用量)をしているか。

医療品や救急用具などの使用法や、病気や怪我などの対処法を理解しているか。

医薬品の使用にあたり、アレルギーなど注意を要する者はいないか確認したか。

持病がある者に対し、必要な薬品を準備するよう指示したか。

競技会名

期　　日

食料計画は、必要量なカロリーや栄養のバランス、アレルギーを持つ者への配慮ができて
いるか。

食料は必要量(行動食・予備・非常食も含め)確保できているか。

)

日持ちのしない食材への配慮はできているか。

【 21 登山 】

スマートフォンなどのＧＰＳを使用する場合、事前に周辺山域の地図のダウンロードを
行っているか。

気象情報や火山情報等山域の情報の入手先は確認したか。

調理具などの衛生に関する配慮ができているか。

服装は気候、山域に見合う装備となっているか、レイヤリングしやすくなっているか。雨
天も考えた装備となっているか。

通信機器は通信可能な範囲か。圏外になると予想される範囲はどこか確認したか。

計画書に、時期に適した装備・予備を含めた装備・幕営地の情報・幕営地までの行程など
が記載されているか。

生徒は、装備(実物)と装備名を正しく把握しているか。

個人装備と、共同装備のチェックを行っているか。防水も考えた装備となっているか。

個人装備の登山靴・雨具は劣化していないか確認したか。

確認項目

施
設
・
設
備
・
用
具

活
動
内
容



区分 ✔確認項目

危険動植物への対応について参加者全員知っているか。

登山計画書を関係機関に提出してあるか。

管理職への最終確認・報告はおこなったか。

気象に関する情報(山行中の天気予報)の最新情報を確認したか。入手先はどこか。

山行中に注意報や警報の発令を確認できるか。

現地の小屋やビジターセンター等に照会するなどして、山域の最新情報を把握している
か。特に火山域の場合、最新の火山情報の収集に努めたか。

メンバーは登山計画を熟知し、コースや危険箇所、その他留意点を把握しているか。

山域の気象の特徴を把握できているか。

急な天候の悪化への対応について参加者全員知っているか。

行動中に予想される自然災害への対応について参加者全員知っているか。

反省・報告(事故、ヒヤリ・ハット含む)

行動経路全般について、現状を確認できているか。

交通手段の最終確認、電車などが長期間不通になった場合の対応を考えたか。

山域の気象情報を手に入れているか、山域の近いところで大雨等による自然災害は起きて
いないか確認したか。

各自が水や食料の残量を把握し、適切に消費しているか。

生徒相互で、健康状態や体力の消耗度合いを確認しあっているか。

活
動
内
容

落雷のおそれがあるとき、どのような行動をとるべきか理解しており、行動できるか。

各自が現在地、天候の状況を確認できているか。

「安全登山ハンドブック」等を用いて山行の事前研修をおこなったか。

メンバ－は、気象やファーストエイド、危険回避について基本的な知識を持ち、実践でき
るか。

家族への連絡先は確認できているか。連絡手段を確認してあるか。

メンバー間で天候が急変した時の行動変更の内容と、判断基準について認識が共有されて
いるか。
山行についての基本事項(登り優先、浮き石を踏まない、石を落としてしまったときの対
処、すれ違いの方法等)を理解し、実行できるか。

全装からサブ行動に切り替える際、生徒はサブ行動に何を持って行くべきか把握している
か。

登山計画書のチェックリスト表で、装備・持ち物のチェックは確認されているか。

食料は適切に保存され、食中毒の恐れはないか確認したか。

調理の経験値や水場を考慮した調理可能な内容の献立になっているか

リーダーだけに頼っていないで、自身で考え行動できているか。リーダーに万が一のこと
があった場合の対策は考えているか。

メンバー間の役割分担は明確か。各自の役割を理解し、適切に行動できるか。

メンバーの健康状態(疾病歴・既往歴など)を把握しているか。

J
ア
ラ
ー

ト

発
令
時
対
応

主催者や指導者がJアラート発令時の対応を確認し､参加者等に周知しているか

顧問不在時など想定される様々な場面での避難方法を、生徒等に指導しているか

情報の収集や保護者への連絡方法を確認し、名簿等を準備しているか

登山計画書を用いて、参加者全員で装備や日程、緊急時の連絡手段の最終確認をおこなっ
たか。

環
境
条
件
等 危険箇所や難所への対応について参加者全員知っているか。

それぞれの段階(学校・大会運営本部)で、各個人の緊急連絡先が把握されているか。

緊急時の連絡体制を事前にシミュレートできているか。

登山計画審査会に提出したフロー、緊急連絡先の一覧の準備と管理職との打ち合わせはで
きているか。

家庭・学校(管理職)に予備の登山計画書を用意したか。

登山計画書の保護者への説明はおこなったか




